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☑ ←実際に利用した資料にはチェックをしましょう。
★のついている図書は、授業期間中は本館N棟2階授業資料ナビコーナーにあります。

Web　授業のテーマに関連したデータベースやサイトです。

□ JapanKnowledgeジャパンナレッジ　　【 http://www.jkn21.com/ 】
→ 【学内限定】「日本国語大辞典」など主要な辞典のオンライン版です。言葉の情報はまずこちらから。 

□ 国文学研究資料館　　【 http://www.nijl.ac.jp/ 】
→ 日本文学研究の論文・資料を収集する際の基本的なデータベースが載っています。 

□ 国立国会図書館　　【 http://opac.ndl.go.jp/ 】
→ 文学のみならず、歴史学研究、民俗学研究など、総合的に資料・論文を検索する際に便利です。 

図書　本には、テーマに関する内容がまとめられています。授業のテーマをつかむにはまずはここから始めましょう。

■ 宇治拾遺物語に関わるもの
□ 今昔物語集・宇治拾遺物語 / 小峯和明 [編集・執筆] ; 藤沢周平 [エッセイ]　新潮社　1991　新潮古典文

学アルバム:9
→ カラー図版、写真など多数載り、親しみやすいです。

★【本館L棟4階A 913.37/KOM】

□ 宇治拾遺物語のたのしみ方 / 伊東玉美著　新典社　2010　新典社選書:35
★【本館L棟4階A 913.47/ITO】

□ 『宇治拾遺物語』の中の昔話 / 廣田收著　新典社　2009　新典社新書:39
→ 以上３冊は入門書です。

★【本館L棟4階小型 913.47/HIR】

□ 宇治拾遺物語の表現時空 / 小峯和明著　若草書房　1999　中世文学研究叢書:10
→ 以下4冊は専門の研究書ですが、宇治拾遺物語に関する研究成果です。 

★【本館L棟4階A 913.47/KOM】

□ 『宇治拾遺物語』「世俗説話」の研究 / 廣田收著　笠間書院　2004
★【本館L棟4階A 913.47/HIR】

□ 『宇治拾遺物語』表現の研究 / 廣田收著　笠間書院　2003
★【本館L棟4階A 913.47/HIR】

□ 説話集の構想と意匠 : 今昔物語集の成立と前後 / 荒木浩著　勉誠出版　2012
★【本館L棟4階A 913.37/ARA】

■ 中世文学、説話文学に関わるもの
□ 編年中世の文学 : 中世文学小事典 / 浅見和彦 [ほか] 著　新典社　1990

→ 「日本文学史c」のテキストです。50年ごとに年代を区切って文学作品を並べ、解説を施してあります。
★【本館L棟4階A 910.24/HEN】

□ 中世の文学 / 久保田淳, 北川忠彦編　有斐閣　1976
→ 中世の展開ととともにテーマを設定し、それぞれの文学作品や人物について解説しています。

★【本館L棟4階A 910.24/CHU】★【本館L棟4階B 910.24/CHU】

□ 仏教文学概説 / 黒田彰, 黒田彰子著　和泉書院　2004
→ 上代から中世に至る仏教文学作品を概説したものです。中世文学は、仏教を抜いては語れません。

★【本館L棟4階A 910.23/KUR】

□ 説話の森 : 天狗・盗賊・異形の道化 / 小峯和明著　大修館書店　1991
→ 説話を読み解き、その背後にある面白さを説く。以下3冊は、説話文学の入門書として最適。 

★【本館L棟4階A 913.41/KO64】★【本館重複保管 913.47】

□ 中世説話の世界を読む / 小峯和明著　岩波書店　1998　岩波セミナーブックス:69
★【本館L棟4階A 913.47/KOM】★【本館L棟4階B 913.47/KOM】

□ 説話の声 : 中世世界の語り・うた・笑い / 小峯和明著　新曜社　2000　[叢書]物語の冒険
★【本館L棟4階A 913.37/SET】
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□ 宇治拾遺物語絵巻 ― 陽明文庫蔵重要美術品 / 狩野探幽；狩野尚信　勉誠出版　2008
→ 陽明文庫に蔵される狩野探幽・尚信・安信画、近衞家凞筆の物語絵巻。フルカラーで、宇治拾遺物語のいくつかの説話が題
材となっています。 

【発注中】

雑誌　雑誌には図書よりも細かいテーマを扱った論文が載っているので、実際に手にとって眺めてみましょう。

□ 文學 / 岩波書店 [編]　岩波書店　
【本館K棟1階集密B和雑誌 90ブ】【文学-日本文化論】

□ 國文學解釋と鑑賞　至文堂　
【本館K棟1階集密B和雑誌 90コ】

□ 國文學 : 解釈と教材の研究 / 學燈社 [編]　學燈社　
→ 国文学に関わる事柄を幅広く特集しており、毎号１つの特集を組んでいます。

【本館K棟1階集密B和雑誌 90コ】

参考図書（辞書・事典等）　初めてのテーマは、百科事典や主題別の事典などでおおよその内容をつかみましょう。

□ 角川古語大辭典 / 中村幸彦, 岡見正雄, 阪倉篤義編　角川書店　1982-1999
→ 古語に関して、頼りになる大辞典。

【本館K棟2階参考 813.6/KA14】

□ 時代別国語大辞典　三省堂　1967-2001
→ 上代編１冊、室町時代編５冊。詳細な用例は勿論、各語を解説する「考」を熟読するといいですね。 

【本館K棟2階参考　813.6/J48】

□ 古語大鑑 / 築島裕 [ほか] 編　東京大学出版会　2011
→ 上代から南北朝時代（14世紀）の語彙を中心に、豊富な用例に基づき語釈、語源を示す、古典文学を繙く上で必携の書。全
4巻予定。

【本館K棟2階参考 813.6/KOG】

□ 古典基礎語辞典 / 大野晋編　角川学芸出版　
→ 基本語彙約3200語に対し、言葉の本質的な意味を捉えるべく、意味、語源、用例等、詳細な解説を加えています。

【本館K棟2階参考 813.6/KOT】

□ 日本古典文学大辞典 / 日本古典文学大辞典編集委員会編集　岩波書店　1983
→ 近世末までの国文学全般、国語学、関連分野の研究成果を集成編纂した辞典です。事項、人物、作品、編著等の項目が50
音順に約13,000項目収載され、作品，編著の項目では、複製・翻刻が紹介されています。 

【本館K棟2階参考 910.3/N77】

□ 日本古典文学大事典 / 大曾根章介 [ほか] 編　明治書院　1998
→ 上代より近世までの日本古典文学を対象として、作者名、書名、作品名、事項など約8,000項目を収録。巻末には日本文学
年表、年号一覧、難訓一覧、索引が付いています。

【本館K棟2階参考 910.2/NIH】

オリジナルテーマ　

■ 『宇治拾遺物語』はもちろんのこと、文学作品が載っているシリーズとして、以下
のものがあります。 
□ 日本古典文學大系　岩波書店　1957-1969

【本館K棟1階集密A　918/N77】

□ 新日本古典文学大系　岩波書店　1989-
【本館K棟1階集密A　918/SH64】

□ 新潮日本古典集成　新潮社　1976-
【本館L棟4階A　】

□ 新編日本古典文学全集　小学館　1994-2002
【本館L棟4階A　918/SH69】

■ ポケットに『宇治拾遺』を！という方はこちらを。
□ 宇治拾遺物語 / 中島悦次校註　角川書店　1960　角川文庫:1896

★【本館L棟4階小型 913.47/UJI】
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